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む
す
び
　
　
こ
の
方
法
の
長
所

ま
　
え
　
が
　
き

　
最
小
白
乗
法
に
よ
っ
て
月
別
系
列
に
傾
向
線
を
当
嵌
め
る
場
合
、
項
数
が
多
い
た
め
に
計
算
の
労
力
は
非
常
に
大
き
く
な
る
。
そ

こ
で
普
通
行
わ
れ
る
や
り
方
は
、
年
問
の
合
計
を
と
る
か
ま
た
は
月
平
均
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
応
月
別
系
列
を
年
別
系
列
に
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）

直
し
・
こ
の
年
別
系
列
に
傾
向
線
を
当
嵌
め
た
後
で
そ
れ
を
月
別
傾
向
線
に
変
換
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
方
法
は
簡
単
で
は

あ
る
が
正
確
な
も
の
で
は
な
く
、
直
接
月
別
系
列
に
当
嵌
め
た
傾
向
線
と
大
な
り
小
な
り
相
違
す
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
両
者
の
差

が
著
し
く
、
ま
た
は
近
似
値
で
は
な
く
正
確
な
傾
向
値
が
必
要
な
時
は
、
面
倒
で
も
直
接
月
別
資
料
値
を
使
っ
て
計
算
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。



　
そ
し
て
一
且
月
別
系
列
に
傾
向
線
を
当
嵌
め
る
と
、
ン
、
れ
以
後
の
項
を
追
加
し
、
さ
ら
に
古
い
項
を
削
除
し
て
蚊
近
の
状
勢
に
適

合
し
た
傾
向
線
を
当
散
め
よ
う
と
す
る
場
合
、
普
通
用
い
ら
れ
る
方
法
で
は
、
大
部
分
の
項
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
前
の
傾
向
線
の
当

嵌
め
計
算
の
結
果
は
全
然
役
に
立
た
ず
、
あ
ら
た
め
て
最
初
か
ら
計
算
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
に
提
称
し
よ
う
と
す
る
方
法
は
、
以
上
二
つ
○
難
点
を
緩
和
な
い
し
は
除
去
し
て
、
容
場
に
直
接
月
別
系
列
に
傾
向
線
を
当

嵌
め
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
普
通
の
方
法
の
以
上
の
欠
点
は
、
月
別
系
列
を
一
列
に
並
べ
て
一
！
、
れ
か
ら
直
接
傾
向

式
の
常
数
の
計
算
に
必
要
な
値
を
算
出
す
る
こ
と
に
ょ
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
述
べ
る
方
法
は
、
月
別
系
列
を
一
年
毎
に
分
け
各

年
の
値
か
ら
月
別
傾
向
線
の
常
数
の
計
算
に
必
要
な
値
を
算
出
す
る
た
め
、
計
算
が
容
冴
に
１
な
り
か
つ
傾
向
線
の
改
算
に
当
っ
て
前

○
計
算
の
結
果
を
利
用
し
得
る
の
で
あ
る
。
以
下
ン
、
○
方
法
を
説
則
す
る
の
で
あ
る
が
、
紙
面
の
都
合
上
最
も
よ
く
利
用
さ
れ
る
一

次
－
三
次
の
傾
向
線
の
場
合
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
（
１
）
　
例
え
ば
高
線
傾
向
線
の
場
合
の
、
年
別
傾
向
式
の
月
別
倒
向
式
へ
の
変
換
は
次
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
る
。
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で
あ
る
。
こ
れ
を
月
別
傾
向
式
に
変
換
す
る
と
、
ａ
は
そ
の
ま
ま
で
ｂ
を
１
２
で
割
れ
ば
よ
い
か
ら
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と
た
る
。
こ
の
場
合
原
点
が
６
月
と
７
月
の
間
に
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
傾
向
伍
と
月
別
資
料
伍
と
に
半
月
の
差
が
坐
ず
る
の
で
、
原
点
を
７
月
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と
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と
な
る
。
と
こ
ろ
が
直
接
月
別
系
列
に
直
線
慨
向
式
を
当
嵌
め
る
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原
点
を
７
月
に
移
し
ｘ
の
単
位
を
１
月
に
す
る
と
、
ｐ
＋
げ
１
Ｉ
Ｈ
◎
Ｈ
～
睾
一
掌
１
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と
な
り
、
年
別
傾
向
式
か
ら
変
換
し
た
式
に
比
べ
て
ａ
は
同
じ
で
あ
る
が
ｂ
は
ｏ
．
旨
だ
け
小
さ
い
。

　
　
　
こ
の
よ
う
な
変
換
式
と
当
嵌
め
式
と
の
ｂ
の
値
の
相
違
は
、
系
列
が
大
ぎ
な
傾
向
を
も
ち
個
々
の
値
の
変
動
が
著
し
く
、
ま
た
期
間
が
長
い
程

　
　
よ
り
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
の
例
で
は
一
ト
の
差
が
○
．
◎
Ｈ
（
べ
ざ
）
と
い
う
僅
少
さ
で
あ
っ
た
の
は
、
期
問
が
短
い
上
に
傾
向
も
個
々
の

　
　
他
の
変
動
も
小
さ
い
か
ら
で
あ
る
。
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方
法

　
ｎ
年
問
従
っ
て
昌
１
ｌ
Ｈ
ぎ
個
の
月
別
資
料
値
ｙ
に
最
小
自
乗
法
に
よ
っ
て
傾
向
線
を
当
嵌
め
る
場
合
、
時
間
Ｘ
の
原
点
を
系
列
・

の
中
央
に
移
す
と
、
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に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
・
従
っ
て
一
－
三
次
の
傾
向
線
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当
散
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場
合
に
は
】
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し
な
け
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ば
な
ら
な
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と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の
値
を
直
接
計
算
す
る
と
、
項
数
が
多
い
た
め
に
Ｘ
○
絶
対
値
が
大
き
く
な
る
の
で
、
、
！
、
の
労
力
は
項
数
が
多

く
な
る
に
従
っ
て
加
速
度
的
に
増
大
す
る
。
そ
こ
で
Ｘ
○
値
を
減
ら
し
て
計
算
の
労
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
変
数
変
換

を
姐
す
こ
と
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
年
が
変
る
毎
に
月
は
１
１
１
２
月
を
繰
返
し
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
皿
項
か
ら
成
る
月
別
系
列
を

ｎ
項
の
年
別
系
列
と
各
年
毎
の
１
２
項
か
ら
成
る
月
別
系
列
と
に
分
け
て
考
え
る
と
、
月
別
系
列
の
時
問
ｘ
は
年
別
系
列
の
時
問
ｔ
と
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各
年
毎
の
月
別
系
列
の
時
問
ｒ
と
の
函
数
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
の
場
合
月
別
系
列
の
項
数
昌
（
１
１
Ｈ
旨
）
は
偶
数

で
１
あ
る
か
ら
、
Ｘ
は
、
・
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ド
９
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Ｈ
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９
１
９
９
９
９
Ｈ
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９
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．
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を
と
る
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し
て
ｔ
は
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別
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と
次
の
よ
う
に
な
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒
　
　
－
）
　
　
目
　
　
岩
　
　
　
Ｎ
）

（
ｏ
。
）

こ
の
場
合
メ
Ｈ
仙
ヂ
す
な
わ
ち
資
料
値
の
年
問
合
計
で
あ
り
、
ま
た
】
ｑ
雪
】
『
心
｝
§
】
Ｈ
。
。
ざ
は
そ
れ
ぞ
れ
時
問
ｒ
の
一
乗
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
礼
ざ
】
沌
＜
は
年
問

の
単
純
な
い
し
は
加
重
合
計
か
ら
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
計
算
の
労
力
は
相
手
軽
減
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
応
し
て
】
ｋ
も

’



　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｏ
）

　
　
　
　
　
　
】
｝
Ｈ
】
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

で
あ
る
か
ら
、
年
問
合
計
か
ら
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
高
式
に
よ
る
時
は
・
圭
び
一
・
が
偶
数
・
時
は
一
・
の
値
に
端
数
が
君
計
算
が
ミ
煩
雑
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
２
倍

し
て
整
数
↑
上
一
工
－
…
－
「
・
二
二
・
－
二
二
＝
、
－
…
－
ぷ
、
・
一
工
ー
二
１
、
に
す
る
の
が
便
利
で
言
、

し
か
し
そ
○
時
濤
式
に
下
胃
・
が
偶
数
の
時
は
さ
ら
二
、
些
を
代
入
し
て
實
れ
る
次
の
式
に
よ
、
室
け
れ
ば
養
な

い
。

づ
法
斗
蝉
ｅ
緬
吟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒
　
　
　
　
　
　
自
　
　
畠

　
　
　
旨
く
↓
富
セ
メ
十
刊
一
化
、
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箏
　
　
　
　
　
　
　
目
　
　
曽
　
　
　
　
　
　
　
づ
　
旨

　
　
　
旨
閑
・
↓
葛
羊
、
メ
十
名
け
一
ゼ
、
、
く
－
一
十
七
一
セ
、
、
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箏
　
　
　
　
　
目
　
　
畠
　
　
　
　
　
・
　
｝
　
　
　
　
目
　
竃

　
　
　
蟹
。
、
・
↓
盲
隻
杉
・
。
メ
十
一
・
、
。
。
北
一
、
一
化
、
、
三
十
一
、
セ
一
一
セ
、
、
、
、
。
○
十
ゼ
一
犯
、
、
。
。
、
一
、
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
丁
…
ぷ
上
；
二
二
…
・
∴
・
、
Ｈ
上
ピ
・
…
－
Ｈ
二
一
、
二
Ｈ
）

■
竺
囲
薄
ｓ
海
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
　
　
　
　
　
　
　
自
　
　
旨

　
　
　
冒
・
↓
－
言
ｔ
、
メ
十
ゼ
一
ゼ
、
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
　
　
　
　
　
　
　
づ
　
　
　
冨
　
　
　
　
　
　
箏
　
嵩

　
　
　
旨
、
く
↓
言
｛
、
閑
メ
十
卓
け
、
一
セ
、
、
ご
十
セ
一
｝
、
、
的
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箏
　
　
　
　
　
目
　
　
旨
　
　
　
　
　
目
　
　
旨
　
　
　
　
箏
　
嵩

　
　
　
蟹
。
。
マ
か
－
一
量
杉
、
。
。
メ
十
お
、
セ
け
、
、
一
叱
、
、
ご
十
・
。
｛
一
、
一
セ
、
、
的
く
む
十
セ
一
化
、
、
。
。
く
一
、
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
、
Ｈ
－
…
ぷ
－
Ｈ
二
二
・
…
∴
・
、
ｎ
ｌ
Ｆ
…
－
ぷ
－
Ｈ
二
一
…
二
Ｈ
）

　
　
月
別
傾
向
線
の
当
嵌
め
方
法
（
関
）

（
さ
）

五
九
　
（
五
九
）



　
）
　
合
　
場
表
の
博
数
蛎
崎
嵌
吋
当
（
線向傾房月表第

立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
一
号
）

‘

…
２
一
－
一
〇
一
－

一
一
一
２

一
一

一
一

一
－一
ｔ

「
－

「
一
．
一
一
詞
一

・
止

－』Ｌ

。
ｒ

１

一
１
■

９■

７一

７
‘
　
９

ｕ

ｔＹ

１
）

（

ｔＹｔ）２（

ｔＹザ

３
）

（

ｔＹ炉

４
）

（

一
ｙ

一
。
ｒ

－
一
２

一
５
）
一
（

一
　
）
一
ｙ

一
。
ｒ
一
２
一
Ｋ
一
旬
一
（

ソｙ
．
ｒ

　

２
（
ｔ）７（

　
一
）

　
一
ｙ

ｙ
一
勿
　
　
ｙ

２
　
一
　
ｒ
　
　
３

、
・
一
　
、
・

苧
Ｋ
一
２

働
、
心

　
　
六
〇
　
（
六
〇
）

　
以
上
の
ゆ
ま
た
は
¢
ｏ
式
お

よ
び
働
式
の
計
算
に
必
要
な

値
は
、
月
別
系
列
を
縦
に
書

下
さ
な
い
で
各
年
ご
と
に
横

に
配
列
し
た
第
一
表
の
よ
う

な
計
算
表
か
ら
得
ら
れ
る
。

　
次
に
】
吃
一
】
Ｎ
へ
一
】
略

の
値
は
数
値
表
か
ら
求
め
る

　
　
　
　
　
　
（
３
）

こ
と
が
で
き
る
が
、
数
値
表

に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
か
ま

た
は
数
値
表
が
利
用
で
き
な
い
時
は
、
こ
れ
ら
に
例
式
を
代
入
、
整
理
し
て
得
ら
れ
た
次
の
式
に
よ
っ
て
計
算
す
る
と
よ
い
・

　
　
　
　
　
Ｍ
］
糸
｝
１
１
箏
（
一
仁
仁
箏
｝
ｌ
Ｈ
）

　
　
　
　
　
Ｍ
］
肖
山
１
１
箏
（
ｃ
ｏ
－
Ｈ
９
仁
箏
、
ー
べ
Ｎ
箏
心
十
〇
．
ｃ
ｏ
蜆
）

　
　
　
　
　
】
糸
。
１
１
巾
（
観
り
亀
ぎ
。
１
§
胃
旨
ム
十
長
巨
、
１
Ｈ
．
８
尋

そ
し
て
こ
れ
か
ら
二
次
傾
向
線
の
当
嵌
め
の
際
に
必
要
な
ゆ
四
式
の
分
母
は

○
　
　
　
　
　
昌
Ｍ
］
×
凸
１
（
】
ｋ
、
）
、
１
１
目
、
（
Ｈ
Ｐ
蜆
ｏ
◎
ｏ
ｏ
．
ｏ
◎
■
ム
ー
｝
雪
箏
、
十
ｃ
ｏ
．
Ｎ
）
’

ま
た
三
次
傾
向
線
の
当
嵌
め
の
場
合
に
必
要
な
伺
働
式
の
分
母
は

（
■
）

（
ｓ
）



，
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
旨
。
蟹
、
－
一
蟹
、
一
、
↓
一
一
婁
婁
婁
・
。
。
上
妄
・
婁
箏
。
圭
曇
・
一
ぎ
ム
よ
竃
冒
的
・
一
・
§
　
富
一

　
に
よ
っ
て
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
以
上
の
ゆ
１
崎
式
に
よ
っ
て
求
め
た
値
を
０
Ｄ
ー
ゆ
式
に
代
入
し
て
算
定
し
た
月
別
傾
向
式
は
、
原
点
が
系
列
の
中
央
従
っ
て
年
数

　
ｎ
が
奇
数
の
時
は
真
中
の
年
の
６
月
と
７
月
の
間
、
ｎ
が
偶
数
の
時
は
中
央
の
隣
接
す
る
二
つ
の
年
の
１
２
月
と
１
月
の
問
に
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
ｘ
の
単
位
は
１
月
の
場
合
の
式
で
あ
る
。
従
っ
て
傾
向
値
を
資
料
値
と
対
に
さ
せ
る
た
め
に
、
原
点
を
半
月
ず
ら
し
て
６
月
ま
た
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

’
７
月
な
い
し
は
１
２
月
ま
た
は
１
月
に
移
す
修
正
が
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
昭
和
２
９
年
－
月
－
３
２
年
１
２
月
の
４
ヵ
年

問
の
全
都
市
勤
労
者
世
帯
消
費
支
出
額
に
こ
の
方
法
で
二
次
傾
向
線
を
当
歓
め
る
と
第
二
表
の
よ
う
で
あ
る
。

（
！
）
　
若
し
各
年
ひ
１
月
当
り
平
均
値
玩
が
発
表
さ
れ
て
い
る
時
は
、
ム
の
代
り
に
玩
に
よ
っ
て
計
算
す
る
の
が
便
利
で
あ
る
。
そ
の
場
合
の
式
は

　
メ
ー
－
嵩
■
を
働
ま
た
は
¢
¢
式
お
よ
び
側
式
に
代
入
す
れ
ば
得
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
¢
Ｏ
式
の
凶
肉
｝
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
二
皐
蝉
ｅ
蜻
ヰ
：
…
．
凶
導
１
１
－
｛
嚢
咋
ヨ
十
咋
（
咋
『
、
亭
）
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
　
　
一
　
　
　
一
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
昌
　
　
　
ｂ
　
畠

　
　
目
浅
粛
蝉
ｅ
蛸
吟
・
…
：
凶
〆
｝
１
１
　
｛
Ｈ
宣
凶
ぺ
剖
十
凶
（
凶
Ｈ
、
｝
言
）
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
　
　
　
“
　
　
　
“
　
Ｈ

（
２
）
　
な
お
　
凶
（
凶
｛
言
）
１
１
凶
只
凶
｝
言
）
１
１
凶
、
■
■
　
で
あ
り
、
ま
た
同
様
に
し
て
　
凶
（
凶
Ｈ
哨
く
貫
）
１
１
凶
Ｈ
蛆
戸
一
凶
（
凶
Ｈ
ぐ
む
１
１
凶
Ｈ
。
。
戸
　
で

　
　
　
　
　
一
　
　
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
－
．
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
あ
る
か
ら
、
年
問
加
重
合
計
の
ｎ
年
間
の
総
和
は
資
料
値
の
月
別
合
計
篶
の
時
問
ｆ
を
ウ
ェ
イ
ト
と
す
る
加
重
合
計
に
ょ
っ
て
も
求
め
る
こ
と
が

　
で
ぎ
る
。
一
般
に
１
年
間
加
重
合
計
よ
り
も
月
別
合
計
の
加
重
の
方
が
計
算
は
容
易
で
あ
る
の
で
、
働
式
の
計
算
に
お
い
て
後
者
に
よ
っ
て
も
よ
い
。

　
そ
の
時
は
第
一
表
の
資
料
値
の
右
側
に
｝
３
Ｈ
メ
一
Ｈ
～
３
ユ
メ
の
欄
を
設
げ
そ
の
合
計
を
求
め
れ
ば
よ
い
。

（
３
）
　
】
メ
的
一
凶
＊
、
一
凶
吃
の
値
を
数
値
表
か
ら
求
め
る
時
は
次
の
岬
式
に
よ
る
と
よ
い
。
我
々
の
場
合
に
は
ｘ
は
：
－
－
一
ｌ
Ｈ
一
♂
１
◎
一
♂
ｏ
・
♂

　
－
・
９
…
…
の
値
を
と
る
の
に
対
し
て
、
数
値
表
は
ピ
ｏ
。
一
♂
－
－
：
の
値
を
と
る
場
合
の
纂
和
で
あ
る
か
ら
、
メ
、
１
１
気
と
し
て

　
　
月
別
傾
向
線
の
当
嵌
め
方
法
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
（
六
一
）
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右
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仇
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。
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９
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．
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と
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。
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茅
「
豊
ミ
十
§
的
■
、
ｌ
ｃ
．
Ｈ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
篶
員

な
お
四
－
四
式
か
ら
、
二
次
お
よ
び
三
次
の
傾
向
線
の
当
嵌
め
の
際
に
必
要
な
ゆ
ー
ゆ
式
の
分
母
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
昌
蟹
ム
ー
婁
閑
一
胴
－
蕃
、
箏
凸
占
旧
・
、
亡
一
　
　
　
　
　
　
一
、
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
え

　
　
　
　
　
　
　
賞
。
蟹
、
－
一
】
、
凸
一
閑
Ｊ
き
Ｑ
。
。
箏
。
。
１
曇
。
目
、
・
婁
凸
箏
、
１
琶
帥
。
、
圭
一
　
　
　
§

　
そ
し
て
０
動
－
鋤
式
に
よ
っ
て
求
め
た
値
を
Ｏ
Ｄ
Ｉ
側
式
に
代
入
し
て
算
定
し
た
傾
向
式
は
、
原
点
が
系
列
の
中
央
に
あ
り
、
Ｘ
の
単

位
は
ｚ
期
の
場
合
の
式
で
あ
る
。

　
以
上
は
一
般
的
な
Ｚ
期
別
資
料
の
場
合
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
月
別
資
料
の
場
合
の
式
を
得
よ
う
と
す
れ
ば
、
働
－
鋤
式
に
お
い

て
丁
旨
と
置
け
ば
よ
い
。
す
る
と
陶
式
か
ら
¢
つ
式
が
、
¢
¢
－
胸
式
か
ら
ゆ
式
が
得
ら
れ
、
ま
た
胸
１
＠
式
か
ら
四
式
が
、
働
鋤
式

か
ら
ゆ
働
式
が
導
か
れ
る
。

　
四
半
期
別
資
料
の
場
合

　
そ
し
て
ま
た
Ｎ
ｌ
ー
ト
と
置
く
と
四
半
期
別
資
料
の
場
合
の
式
が
得
ら
れ
、
そ
の
結
果
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
■
芯
～
叫
蝉
ｅ
縮
一
吟

　
　
　
月
別
傾
向
線
の
当
散
め
方
法
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
（
六
七
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
一
号
）

　
　
掌
↓
吾
辛
竹
一
廿
、
…

　
　
賞
、
マ
言
サ
閑
一
・
十
吾
一
甘
、
幸
甘
サ
、
的
・
冒
一
一

　
　
】
属
岬
く
、
亡
蜆
、
、
竹
け
。
。
、
一
士
貴
心
一
甘
、
幸
音
一
甘
、
、
辛
廿
一
甘
、
。
。
く
言
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
１
１
、
一
Ｉ
Ｈ
二
二
二
－
…
ぺ
１
ー
よ
一
１
Ｈ
ニ
ニ
）

箏
サ
重
蝉
ｅ
鏑
吟

　
　
掌
↓
喜
、
デ
竹
一
甘
、
呂

　
　
リ
、
了
言
サ
、
、
一
ま
甘
、
一
甘
、
・
－
一
・
竹
一
甘
、
・
言
一
一

　
　
】
肉
。
。
・
、
亡
。
ト
竹
け
、
。
。
、
一
・
喜
、
、
一
竹
三
・
毎
、
一
甘
、
辛
竹
一
甘
。
。
呈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
け
、
１
１
－
…
ぷ
↓
二
二
…
・
∴
『
、
１
１
↓
一
ー
ニ
ニ
）

！　
　
賞
、
↓
蔓
、
－
一
一

　
　
蟹
凸
、
恥
一
萎
、
－
妻
、
・
一
一

　
　
　
　
■

　
　
】
属
。
Ｊ
ｃ
。
ち
§
・
。
箏
。
－
竃
冒
凸
・
婁
目
、
－
・
。
一
一

　
　
　
　
　
　
　
崖
え

　
　
昌
メ
、
－
一
】
、
閑
一
、
Ｊ
¢
一
書
ム
ー
§
、
・
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
】
メ
。
】
、
的
．
夢
、
一
、
－
馳
婁
書
。
。
上
婁
旨
。
十
隻
旨
ム
ー
・
・
§
岨
圭

六
八
　
　
（
六
八
）

（
黒
）

（
爵
）

（
墨
）



以
上
の
式
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
値
を
四
１
ゆ
式
に
代
入
し
て
算
定
し
た
傾
向
式
は
、
原
点
が
系
列
の
中
央
に
あ
り
ｘ
の
単
位
は
１
四

半
期
の
場
合
の
式
で
あ
る
。

　
　
　
　
、
　
　
、

　
今
迄
は
一
年
を
Ｚ
期
に
分
け
、
ｎ
年
問
に
お
け
る
・
ｍ
個
の
資
料
値
に
傾
向
線
を
当
嵌
め
る
揚
合
仁
つ
い
て
考
え
て
き
た
が
、
と
の

方
法
は
一
年
に
限
ら
ず
一
定
期
間
（
例
え
ば
、
一
週
問
、
四
週
間
等
）
を
Ｚ
期
に
分
け
、
ｎ
期
間
に
お
け
る
ｈ
個
の
資
料
値
に
傾
向

線
を
当
嵌
め
る
場
合
　
　
形
式
的
に
言
え
ば
、
資
料
値
を
矩
形
に
配
列
し
得
る
場
合
　
　
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
日
別
系
列
、

週
別
系
列
更
に
は
長
期
問
の
年
別
系
列
の
場
合
に
も
利
用
し
得
る
。
例
え
ば
、
先
の
鱒
－
的
式
は
ま
た
週
別
系
列
を
４
週
問
毎
に
区

切
っ
た
場
合
の
傾
向
線
の
当
嵌
め
式
で
も
あ
る
。

　
そ
し
て
資
料
値
が
矩
形
に
配
列
し
得
な
い
時
は
、
余
っ
た
項
数
が
偶
数
で
あ
り
左
端
の
欄
の
項
数
と
右
端
の
欄
の
項
数
と
が
相
等

し
い
（
す
な
わ
ち
Ｘ
と
ｒ
の
絶
対
値
が
相
等
し
い
）
限
り
、
】
肉
ざ
】
氏
ざ
Ｍ
］
属
一
。
く
の
式
は
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
】
内
閑
一
】
〆
、
一
】
内
。
の
式
は
矩
形
配
置
し
た
部
分
の
値
を
与
え
る
た
め
に
、
余
っ
た
項
に
対
応
す
る
ｘ
の
２
乗
、
４
乗
、

６
乗
を
直
按
計
算
し
て
そ
れ
に
加
え
る
（
な
い
し
は
引
く
）
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
　
　
十

（
１
）
　
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
し
て
証
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｍ
、
”
心
凶
元
と
書
く
こ
と
が
で
ぎ
、
右
辺
は
ｎ
が
奇
数
の
時
は
↑
１
ー
ピ

　
目
１
－

　
．
Ｎ
　
の
白
乗
和
で
あ
る
か
ら
、
自
然
数
の
自
乗
和
の
公
式
か
ら

　
　
　
　
　
　
・
曽
山
－
圭
（
“
、
）
一
一
｝
一
・
、
）
（
、
巾
、
・
一
）
丁
よ
、

ま
た
ｎ
が
偶
数
の
時
は
右
辺
は
↑
１
１
９
９

白
乗
和
の
公
式
を
利
用
し
て

　
月
別
傾
向
線
の
当
散
め
方
法
（
関
）

Ｈ
一
一
　
・
：
ぷ

■
ｌ
ＨＮ

す
な
わ
ち

Ｈ

．
Ｎ
、

○
ｏ
Ｎ
、
．

．
．
．
１

■
－
Ｈ

，
Ｎ
．

ド
・
：
ぷ

の
自
乗
和
で
あ
る
か
ら
、
奇
数
の

六
九
　
　
（
六
九
）



つ

立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
一
号
）

七
〇
　
（
七
〇
）

　
　
　
　
　
凶
工
為
一
奏
了
丁
一
峠
む

従
一
て
一
般
に
凶
下
目
一
一
”
１
一
）
で
あ
る
。
一
証
明
終
り
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠

　
な
お
岬
○
つ
式
も
こ
れ
と
同
様
に
し
て
自
然
数
お
よ
び
奇
数
の
４
乗
和
、
６
乗
和
の
公
式
を
用
い
て
証
明
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
が
、

　
　
（

の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
こ
と
に
す
る
。

煩
雑
で
あ
る

四
　
む
す
び

こ
の
方
法
の
長
所

　
以
上
の
傾
向
線
の
当
嵌
め
方
法
は
次
の
長
所
を
も
っ
て
い
る
。

　
四
　
ま
ず
第
一
に
、
計
算
の
労
を
相
当
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
普
通
の
方
法
に
よ
る
時
は
皿
個
の
項
の
各
事
に

つ
い
て
導
一
Ｒ
的
メ
肉
。
、
｝
の
計
算
を
行
う
の
に
対
し
て
、
こ
の
方
法
で
は
ｍ
個
の
項
の
各
三
に
つ
い
て
Ｈ
さ
Ｈ
凹
ざ
、
。
。
｝
の
計
算
を

行
い
、
更
に
ｎ
個
の
各
年
の
値
に
つ
い
て
一
メ
一
、
メ
け
。
．
■
お
よ
び
け
】
ｑ
一
け
６
。
】
ｑ
一
け
Ｍ
］
、
、
｝
を
計
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
に
・
一
見
計
算
の
労
が
多
く
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、
前
者
の
場
合
は
Ｘ
の
絶
対
値
が
相
当
大
き
く
な
る
の
に
対
し
て
、
後
者
に

お
い
て
は
ｒ
ｔ
の
絶
対
値
は
ず
っ
と
小
さ
い
た
め
に
、
系
列
が
長
い
程
全
体
と
し
て
は
計
算
が
相
当
に
簡
便
化
さ
れ
る
。

　
四
　
次
に
、
新
ら
し
い
項
の
追
加
劣
よ
び
古
い
項
の
削
除
に
よ
る
傾
向
線
の
改
算
を
容
易
な
ら
し
め
る
。
す
な
わ
ち
、
月
別
系
列

に
新
ら
し
い
項
を
追
加
す
る
時
は
、
そ
の
追
加
さ
れ
た
部
分
の
み
に
つ
い
て
】
『
ざ
】
『
、
ざ
】
〔
。
。
｝
を
計
算
す
れ
ば
よ
く
、
他
の

年
の
こ
れ
ら
の
値
は
前
の
計
算
表
か
ら
直
ち
に
得
ら
れ
る
。
そ
し
て
更
に
古
い
項
を
除
く
時
は
そ
の
年
の
こ
れ
ら
の
値
を
捨
て
、
こ

の
新
ら
し
い
系
列
の
年
数
〆
に
応
じ
て
決
る
ｔ
の
値
に
よ
っ
て
、
廿
個
の
各
年
の
値
に
つ
い
て
萬
一
け
心
メ
叶
。
．
Ｈ
お
よ
び
け
】
、
ざ



一
岨
】
ｑ
一
け
】
Ｈ
、
＜
を
計
算
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
、
従
っ
て
計
算
の
労
は
著
し
く
縮
減
さ
れ
る
。
こ
の
四
の
利
点
は
こ
の
方
法
の

最
大
の
長
所
で
あ
る
。

　
ゆ
　
な
お
同
時
に
年
別
傾
向
線
の
当
嵌
め
に
必
要
な
資
料
が
得
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
表
の
０
Ｄ
ー
ゆ
行
は
年
別
資
料
値
が
年

問
合
計
の
場
合
の
年
別
傾
向
線
当
嵌
め
の
計
算
表
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
年
別
傾
向
線
を
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

若
し
年
別
資
料
値
が
年
問
の
月
平
均
で
あ
る
時
は
、
メ
ー
１
畠
ざ
で
あ
る
か
ら
Ｏ
Ｄ
Ｉ
ゆ
行
の
合
計
を
１
２
で
割
れ
ば
よ
い
。

　
ま
た
各
年
侮
の
傾
向
線
の
当
嵌
め
に
必
要
な
資
料
が
得
ら
れ
る
（
第
一
表
０
Ｄ
回
働
¢
ｏ
行
）
こ
と
も
こ
の
方
法
の
長
所
に
数
え
る
こ
，

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

‘

月
別
傾
向
線
の
当
嵌
め
方
法
（
関
）

七
一
　
（
七
一
）




